
レンダリング/ 基礎造形Ⅲ

ルーブリック

期待している以上であ
る(S)

⼗分に満⾜できる(A) やや努⼒を要する(B) 努⼒を要する(C)
相当の努⼒を要する
(D)

正確な形状・パースを
表現できる(C-2)

正確な形状や、製品サ
イズに合わせた適切な
パースで、⽴体が表現
できており、わかりや
すく伝える⼯夫がされ
ている

正確な形状やパース
で、⽴体が正しく表現
できている

形状やパースが部分的
に崩れている部分はあ
るが、概ね⽴体を表現
できている

形状やパースが複数箇
所崩れており、⽴体が
表現しきれていない

形状やパースが⼤きく
崩れ、⽴体が表現でき
ていない

正しい質感表現ができ
る(C-2)

正しい質感が美しく表
現されている

正しい質感表現ができ
ている

⼀部不⾜している部分
はあるが、概ね質感表
現ができている

質感表現が不⼗分で、
質感の特徴が表現しき
れていない

質感表現ができておら
ず、素材が認識できな
い

頭の中に描いた形状を
正しく平⾯・⽴体で表
現ができる(C-2)

正しく平⾯・⽴体で表
現ができ、わかりやす
く伝える⼯夫がされて
いる

⽴体・平⾯ともに正し
く形状表現ができてい
る

⽴体・平⾯ともに概ね
形状表現ができている

⽴体での形状表現はで
きているが、平⾯で表
現ができていない

⽴体でも、平⾯でも形
状が表現されていない

ドライ画材による表現
ができる(C-2)

ドライ画材の特性を活
かすことができている

ドライ画材で課題を⼗
分に表現できている

ドライ画材で課題が表
現できている

ドライ画材を使うこと
ができる

ドライ画材が使えてい
ない

デジタルツールによる
表現ができる(C-2)

デジタルツールの特性
を活かすことができて
いる

デジタルツールで課題
を⼗分に表現できてい
る

デジタルツールで課題
が表現できている

デジタルツールを使う
ことができる

デジタルツールが使え
ていない
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